
科目コード 科目名 知識・理解 汎用的技能 態度・志向性 統合的な学修経験
・創造的思考力

HDGL0003 グローバル文化論特殊講義（アメリカ政治外交史） ○

HDGL0004 グローバル文化論特殊講義（東欧社会史） ○

HDGL0005 グローバル文化論特殊講義（異文化コミュニケーション） ○ ○

HDGL0006 グローバル文化論特殊講義（西洋哲学） ○

HDGL0007 グローバル文化論特殊講義（観光学） ○ ○

HDGL0009 グローバル文化論特殊講義（英語教育学） ○ ○

HDGL0010 グローバル文化論特殊講義（英語文学・文化） ○

HDGL0012 グローバル文化論特殊講義（国際協力論研究） ○

HDGL0013 グローバル文化論特殊講義（ヨーロッパ国際関係史） ○

HDGL0058 グローバル文化論特殊講義（英語学特論） ○

HDNI0011 日本文化論特殊講義（日本語学） ○

HDNI0039 日本文化論特殊講義（日本思想史） ○

HDNI0014 日本文化論特殊講義（日本文学） ○

HDNI0053 日本文化論特殊講義（日本歴史） ○

HDNI0054 日本文化論特殊講義（文化資源論） ○

HDNI0056 日本文化論特殊講義（日本植民地史） ○

HDNI0057 日本文化論特殊講義（現代日本文化） ○

HDNI0009 人間発達論特殊講義（発達心理学） ○ ○

HDNI0040 人間発達論特殊講義（保育学） ○ ○

HDNI0010 人間発達論特殊講義（比較教育学） ○

HDNI0043 人間発達論特殊講義（社会心理学） ○ ○

HDNI0044 人間発達論特殊講義（音楽教育論） ○

HDNI0050 人間発達論特殊講義（臨床心理学Ⅰ） ○ ○

HDNI0049 人間発達論特殊講義（臨床心理学Ⅱ） ○ ○

HDNI0048 人間発達論特殊講義（臨床心理学Ⅲ） ○ ○

HDNI0051 人間発達論特殊講義（臨床心理学Ⅳ） ○ ○

HDNI0058 人間発達論特殊講義（臨床心理学Ⅴ） ○ ○

HDNI0059 人間発達論特殊講義（小児保健学） ○ ○

HDNI0060 人間発達論特殊講義（認知心理学） ○ ○

HDNI0046 人間発達論特殊講義（児童福祉研究） ○ ○

HDNI0047 人間発達論特殊講義（ＥＳＤ研究） ○

HDGE0006 現代社会論特殊講義（労働社会学） ○ ○

HDGE0020 現代社会論特殊講義（地方自治論） ○ ○

HDGE0021 現代社会論特殊講義（メディアと知識の理解社会学） ○ ○

HDGE0022 現代社会論特殊講義（ジェンダー論） ○

HDGE0023 現代社会論特殊講義（憲法・比較憲法） ○ ○

HDGE0031 現代社会論特殊講義（民法・労働法） ○ ○

HDGE0024 現代社会論特殊講義（現代政治理論研究） ○

HDGE0025 現代社会論特殊講義（ライフコースと家族） ○ ○

HDGE0026 現代社会論特殊講義（ソーシャルワーク論） ○

HDGE0027 現代社会論特殊講義（都市社会学） ○ ○

HDGE0030 現代社会論特殊講義（環境社会学） ○ ○

HDGE0028 現代社会論特殊講義（教育福祉論） ○ ○ ○ ○

HDGE0029 現代社会論特殊講義（高齢者福祉論） ○ ○

HDGE0032 現代社会論特殊講義（都市と社会福祉） ○ ○

HDGE0033 現代社会論特殊講義（地域福祉論） ○ ○

HDBU0007 文化・社会研究特別演習（１） ○

HDBU0008 文化・社会研究特別演習（２） ○

HDBU0009 文化・社会研究特別演習（３） ○

HDNI0034 人間・社会研究特別演習（１） ○

HDNI0035 人間・社会研究特別演習（２） ○

HDNI0036 人間・社会研究特別演習（３） ○

HDJO0001 ジョブ型研究インターンシップ ○

特
別
演
習

名古屋市立大学カリキュラムマップ

分類

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

　本研究科では、人文社会諸科学の高度かつ先進的な知識と研究能力を涵養して、地域と国際社会の持続可能な発展に寄与し、現代社会の諸問題について指導的
な役割を果たし、グローバルな視点とローカルな視点とを併せもつ高度専門職業人や研究者を育成するという教育上の目的に鑑み、以下の能力を有すると認めら
れた者に対し、修了を認定し、博士(人間文化)の学位を授与します。

　・人文社会諸科学の先進的な研究成果を挙げて学術論文として発表し、その過程を通して、自立した研究者としての問題解決能力・課題設定能力を身につけて
いる。
　・高度な専門性を必要とする職業を担うための優れた能力を身につけている。

　上記目的を踏まえ、博士後期課程にあっては、本研究科に3年以上在学して、特殊講義と特別演習(研究指導を含む)を履修することで、専門領域における自立
した研究者としての能力を獲得し、さらに博士論文の審査および試験に合格することが学位授与の要件です。

人間文化研究科博士後期課程（人間文化）
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